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CaTiO3 (鉱物名：ペロブスカイト) には，Al が CaAlO2.5成分として大気圧下では

約 20 mol%まで固溶するのに対し(Imlach & Glasser, 1968)，5～20 GPa の高圧下では

約 10 mol％まで固溶量が減少する(松本洋輔, 2016) ことがわかってきた。この Al を

含む CaTiO3は平均構造としては直方晶系のペロブスカイト構造であるが，固溶した

Alの局所構造としては，6 配位，5 配位，4配位が存在すると考えられる。そして，

その存在割合は，化学組成，あるいは合成した温度圧力条件で変化することが予想

されるが詳細は明らかでない。 

物質中の Al の局所構造を調べるツールとしては 27Al NMR が有用である。そこで，

この系における NMR 測定の可能性を調べるために，CaAlO2.5成分が 5，10，15，20 

mol%と固溶量が異なる CaTiO3-CaAlO2.5 系固溶体を 4 種類，大気圧下 1300 °Cで合成

準備し，27Al MAS NMR 測定をブルカー400 MHz NEO AVANCE NMR 分光器を用い

て 30 kHzの回転速度で実施した。その結果 Al は主に 6 配位であるが，一部 5 配位

と 4配位 Alも存在し，後者の割合は CaAlO2.5成分の多い方が高いことが分かった。 



 


